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原釜型底曳選択網の構造について

井上喜洋＊・本田　勤＊＊

Haragama　design　ofcoastal　select三ve　trawl　net（HD－STN）

Yoshihiro　INouE　and　Tsutomu　HoNDA

Abstract：Various　selective　fishing　gears　have　been　used　for　coastal　trawls　in　Japan．Coastal　fishers　in　Soma－

Haragama　area　developed　a　selective　trawl　net　by　themselves　which　has　been　in　use　for　more　than20years．A　survey

on　the　construction　of　this　selective　trawl　net　and　follow－up　experiments　using　a　scale　model　net　suggested　that　the

actual　mechanism　for　separating　components　ofthe　catch　was　different　from　that　hypothesized　by　fishers．

A　paエtition　net　with　large　mesh　is　attached　in　two　places　in　the　cod－end　that　separates　the　co（i　end　into　three　chambers

where　selection　can　take　place．The　primary　design　charactehstic　of　the　partition　net　is　that　it　is　attached　to　the　upper

and　Iower　net　body　at　its　fore　and　aft　ends　with　lateral　edges　hanging丘ee．In　this　mamer，the丘shermen　hypothesized

that　separation　occurs　when　garbage　and　fish　encounter　the　obliquely　angled　netting　panel　and　either　pass　through　or

are　guided　to　another　part　of　the　cod　end．

In　an　experiment　using　a1：10scale　model　net，to　observe　the　separation　function　of　this　net。It　was　observed　that　the

partition　net　did　not　form　a　plane　panel　but　rather　created　a　netting　pocket　on　the　side　of　a　bottom　net．The　garbage

were　separated　from　the　fish，where　they　accumulated　in　this　pocket　fomed　by　the　partition．
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1．緒言

　日本各地の沿岸で操業されている小型底曳網では，漁獲物

の水中における分離構造を持つ網が多く使用されている。こ

れらの網は，資源管理型漁業を推進するため，底曳網に入網

した幼稚魚が逃げられる選択漁具（網）として使われること

が多い。しかし，実質的にこれらの網は，漁獲後に船上にお

ける漁獲物の選別処理作業を軽減するため，商品価値のある

魚介類と売れない海洋生物類，貝殻，土砂類等いわゆるゴミ

を水中で分離することが主目的である。ゴミと魚介類を分離

することで，副次的に活魚対象魚が増加し，商品としての魚

介類の鮮度や活きの良さが保持される。

　相馬原釜地区の沖合底曳船は，全船が魚類とゴミを分離

（選択）漁獲可能な構造を持つ網を20年以上前から漁業者自

身が考案して使用している。この網について調査を行い，水

理模型試験を実施しところ，漁業者が想定した分離機構と異

なる分離機能を持っていることが明らかとなった。現場の漁

業関係者が，分離構造を持つ網漁具を製作する際の参考にす

るための技術的知見（情報）としてまとめた。

2．資料

　原釜型底曳選択網の構造は，図1に示すように胴網後部か

らコツドエンドまでの間に2段階の仕切り（分離）網が取り

付けられ，3種類の分離が可能な方式としている。これらの

分離網は網口に近いほど網目合が大きく，網目の分離効果に

より，入網した魚類やゴミ類をサイズ選別する。網口に近い

分離網には，大きなゴミ類が罹り，次の仕切で大きな魚を分

離，最後の分離網には小魚，エビ類が溜ることになる。この

分離網の構造の特徴は，分離網の天上部分と網底部分のみが

身網に接合されており，両脇部分は身網と接合されずに離れ

ている。遊泳能力を持つ魚類は，分離網と側網の隙問を抜け

て後ろ側へ移動することが可能である。このため分離が充分
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図2　19トン型沖合底曳網漁船第3鹿島丸で使用されている選択網

想定されていた。写真2に曳網中の両分離網付近の形状を示

すが，写真では詳細部分が明確でないので，図3に模式図を

示す。一段目の分離網は，底網の取り付け部を吊り上げるた

め，底網の網地が余り，分離網下部を袋状にする。重いゴミ

類や，遊泳力の無い海底生物類は，この袋部分に溜まること

になる。分離網と身網の側網との間には隙間が無いので，魚

類は分離網の大目を通過し奥へ向かうものと思われる。分離

網は，底網を持ち上げる状態なので，網目は充分に開くこと

が分かる。この網形状は，銚子の小型底曳選択網の構造と同

様の機能を持つことになる’）。二段目の分離網は，一段目の

分離網形状とは全く異なり，分離網は，一段目側の網とコッ

ドエンド側の網により，水平に張られる構造となっている。

従って，この部分の側網は，曳網の力が掛からないため，弛

んで膨らむことになる。すなわち，二段目の分離網は，水平

に近い状態でコッドエンド側の底網を引っ張ることになるた

め，二段目の分離網の下側に当たる取り付け部分を持ち上げ
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